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県，長崎大学，（独）水産総合研究セ

ンター北海道区水産研究所，（社）全

国豊かな海づくり推進協会�

協 力 機 関� 噴火湾渡島海域漁業振興対策協議会，渡

島東部海域栽培漁業協議会，渡島北部
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（１）�目� 的�

北海道では乱獲等により幻となったカレイ「マツカ

ワ」の資源復活が強く望まれている。しかし，種苗放

流によって水揚げは増加したが，放流魚を起点とした

自然繁殖は認められず資源造成には至っていない。そ

のため漁獲しながら効果的に繁殖を擁護する新たな漁

業体系が必要とされている。そこで本事業では，広域

的な標本成熟度調査やアーカイバルタグを用いた放流

追跡調査等によって産卵場や産卵期など放流マツカワ

の産卵生態を解明し，「産ませてから漁獲する」漁業

管理方策の立案と実践を目指す。�

なお，本課題は農林水産省農林水産技術会議「新た

な農林水産施策を推進する実用技術開発事業」の委託

研究として実施した。�

�

（２）�経過の概要�

� マツカワの産卵生態を解明するため，標本成熟度調

査（釧路水産試験場，栽培水産試験場，函館水産試験

場，福島県水産試験場），アーカイバルタグを用いた

追跡調査（長崎大学，釧路水産試験場，栽培水産試験

場），産卵親魚の生理特性の解明調査（北海道区水産

研究所）を実施する。また，「産ませて獲る」栽培・

漁業管理方策の提案と実践については，栽培水産試験

場および（社）全国豊かな海づくり推進協会が実施す

る。�

� 函館水産試験場では，標本成熟度調査として噴火湾

の森漁業協同組合市場から ���� 年６月，�� 月，����

年１月に計 ���尾，渡島太平洋の南かやべ漁業協同組

合木直支所から ����年 ��月に ��尾を標本として入手

し，全長，体重，生殖腺重量等の体計測，生殖腺の目

表１� 渡島管内で収集したマツカワ標本�

�

収集海域・場所・漁協名 収集年月 性別
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2011年11月 雌 � � � � � ��

雄 � 
 �� � � ��
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漁業協同組合木直支所
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視観察および耳石による年齢査定を行った（表１）。

年齢起算日は，人工種苗のふ化時期が３～４月なので

４月１日とした。標本成熟度調査については，釧路水

産試験場がとりまとめるため，データを送付した。こ

こでは渡島管内の結果について概要を記す。なお，こ

れまでの調査では，天然海域における産卵期は，北海

道太平洋側では４～６月（吉田ら，����），本州太平

洋側では２～５月（北海道区水産研究所海区水産業研

究部，����；岡本一利，���	）と推定され，仔魚は唯

一５月に三陸沖で採集されている（沖山・高橋，��
�）。�

�

（３）�得られた結果�

� 噴火湾における６月の雄標本 ��尾中には，精巣は縮

小しているものの輸精管が太い放精中か放精後と考え

られる個体（図１）が全長 ��	～���

の７尾でみられ，

３歳の ��％（５尾）および４歳の ���％（２尾）を占

めていた。６月の雌標本 ��尾中には，成熟した卵や残

留卵を持つ個体は，全長 �	�～	�


の２～４歳ではみ

られなかった。�

� 噴火湾における ��月の雄標本 ��尾中には，翌年春

に繁殖に参加すると思われる生殖腺指数（生殖腺重量

����／体重）が ��	（精子形成中期に相当：萱場，���	）

以上の個体が，全長 �
�～���

の �
尾でみられ，２

歳の ��％（��尾），３歳の ���％（６尾）を占めてお

り，年齢不明の個体でも１尾みられた。また，��月の

雌標本７尾中には，翌年春に繁殖に参加すると考えら

れる生殖腺指数が３（卵黄形成期に相当：萱場，���	）

以上の個体が，全長 ���

 の１尾でみられ，４歳の

���％を占めていた。�

� 噴火湾における１月の雄標本３尾中には，当年春に

繁殖に参加すると考えられる生殖腺指数が ��	以上の

個体は，全長 ���～�
	

の２歳ではみられなかった。

また，１月の雌標本 ��尾中には，当年春に繁殖に参加

すると考えられる生殖腺指数が３以上の個体は，全長

�	�～	��

の１～４歳ではみられなかった。�

� 渡島太平洋における ��月の雄標本 ��尾中には，翌

年春に繁殖に参加すると考えられる生殖腺指数が ��	

以上の個体が，全長 ���～���

の ��尾でみられ，２

歳の ��％（３尾），３歳の ��％（�� 尾）を占めてい

た。また ��月の雌標本 ��尾中には，翌年春に繁殖に

参加すると考えられる生殖腺指数が３以上の個体が，

全長 		�

 と ���

 で１尾ずつみられ，４歳の ���％

（２尾）を占めていた。�

� なお，噴火湾における１月の標本と渡島太平洋にお

ける �� 月の標本は，道立総合研究機構経常研究費の

「栽培漁業技術開発調査」で得たものである。�

�

図１� ����年６月３日に噴火湾内の森漁業

協同組合市場に水揚げされた全長

�����，３歳，雄の精巣と輸精管�
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